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は首都直下型震災の可能性についても報道されて
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この5月号のあとがきは，東日本大震災からちょう
ど1年になる3月11日に書いています．あの日は東
京でも激しく揺れ，東北地方ではさらに津波による大
きな被害，また福島では原子力発電所の事故を引き起
こす事態となりました．各メディアの報道では大震災
から1年後の今でも復興が進んでいない状況で

ません．東日本大震災の経験を生かし震
災に備えるようにしたいと思います．
われわれも毎日漫然と検査をして結果を報告するの
ではなく，先生方や患者に貢献できる臨床検査のスペ
シャリストとして最新の知識や技術を学び，これらを
生かして役立つデータを報告できるように努力しま
しょう．
今月号の“技術講座”ではホルター心電計とは違う
携帯型心電計が紹介されています，最近は血糖簡易測
定器のように医療現場で扱う検査機器のみではなく，
家庭で患者あるいは会社や学校が購入して利用する機
器も増えています．われわれもこれらの機器の性能や
利用法を理解し，患者にどのように役立っているか
知っておく必要があります．“疾患と検査値の推移”
では，急性糸球体腎炎の病状評価で尿定性試験や尿沈
渣所見の有用性が述べられています．また，“検査値
を読むトレーニング 信州大学R-CPC”の第5回目
では，尿管結石による腎盂腎炎から敗血症を合併した
症例について検査データの変動が解析されています．
最近は安全な輸血や移植医療のための検査も多く取
り上げており，今月で第3回目となる“Laboratory

 
Practice”のシリーズ「安全な輸血実施のために―日
赤血液センターの体制」では，非溶血性輸血副作用に
ついて解説いただいております．「移植医療と検査」
シリーズでは，2010年度から非血縁者間の末梢血幹細
胞移植が実施されるようになりCD34陽性細胞数の測
定など移植時に必要な検査の重要性が述べられていま
す．さらに，新しい胃癌検診法としてH. pylori 抗体と
ペプシノゲン(PG)IとIIの血液中の値から胃粘膜の萎
縮の程度を推測できるPG法を組み合わせたABC法が
確立され，今後の問題点も含めて解説されています．
新年度がスタートして約1か月が経過し，新しい職
場環境にも慣れてきたこれからの新緑の季節に今月号
を手にとり，有意義に過ごしていただきたいと思います．

(曽根伸治)
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